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第 2図  発青ステージ別の照度制御と収量の関係

光条件 とした 5区 とほぼ同等の収量 を示 している。

したがって,生育初期にかなり低照度の暗所で栽培
しても, は種後 15日 ない し20日 以降, 高照度条件

を与えてゃることにより,生育,収量 ともに支障がな
いものと認め られた。

糸 ミツパは 15～ 20Cで 短期間に発芽揃いになる
ことを認めた。

糸 ミツパの生育にはそれほどの強い光は必要とせず ,

晴天日の昼間の照度で 10キ ロルクス以上確保できれ

ば裁培可能 と思われる。

それ以下の照度条件の裁培でも,生育初期以降,よ
り高照度条件を与 えてやることにより生育,収量とも

支障がないことを認めたので,栽培容器 と多段棚を利

用 した立体裁培で糸 ミツパの生産の安定化をはかれる

ものと思われる。
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(秋田県農業試験場 )

1ま え が き

近年施設園芸は急速に発展 し面積の増大 と施設の大

型化の傾向にある。北東北の施設野菜の主体は果菜類

であり,本県ではマスタメロン,キ _ウ リ, トマトが

大部分を占めている。 しかし多 くの農家では独自の技
術で栽培が行なわれており,施 1巴法の面でその傾向が

強 く,改善が求められている現状である。 したがって

本試験では良品質・ 高収量の安定生産をねらいに作物

生理の面から養分吸収を究明 し,北東北地域の気象条

件に適合 した施肥法 を確立するため,マ スタノロン,

キュウ,, トマ トについて基肥量 と追肥回数 を検討 し

たので報告する。

2 試 験 方 法

1 供試品種
マスタメロンは自南遠,キ ‐ウリは松のみどり, ト
マトは′ヽウスほまれをそれぞれ供試 した。

2試 験 区

施 設 果 菜 の

第 1報  基 肥 量 と追

分 吸 収

数 に つ い て

α

　

　

Ｑ

１ヽ‘“

行
知
卿
麺
知
卿
脚

慣

　

ユ副
後

　

前

後

‐
彿

ン

試験区構成は第 1表に示 した。

第 1表 試験区の構成

施肥量 キ ウ,・ い (7a)

試験区
基 肥 追 丹巴

z基 肥・追肥 N Pp6印 N印

706565Q9 116

Q6114

33ζ

lc13C12

3 1区 面積及び区制
マスクメロンは 1区 ●6″, キ .ウ リ, トマ トは 1

区 45″ でいずれも 1区 12株 3区制にて行なった。
4 耕種概要
マスタメロンは 7月 1'日 に定植 し,8月 6日 .24
日に追肥 した。キ _ウ リは 4月
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に定植 し, 5月 フ
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日,18日 に追肥 した。 トマ トは 4月 20日 に定植 し,
5月 18日 ,6月 4日 に追肥 した。 15ι入 リプラスチ

ック鉢裁培にて試験 を行なった。

5試 験 結 果

1 マスクメロン
マスタメロンの生育・ 収量 を第 2表に示 した。基肥

量の相異による生育差は定植後 15日 ころからみられ

第 2表  メロンの生育・収量

8月 5日 (定植後 20日 )

始めた。果実肥大盛期の生育でも同様であ り,ま た前

期追 1巴を欠いた区 (κ 4,″ 7)が著 しく劣った。 収 穫
果実の果重では前期に追肥をした区がわずかに劣った

が,ネ ット発現では逆に前期追肥 を欠いた区が劣った

また皮色・肉質 とも基llE%が 劣 り基肥標 llEで も後期追

肥を欠いた区は劣った。糖度は基肥・追肥による差異

は明 らかではなかった。時期別 N吸収量を第 1図 に示

したが,基肥標肥で定積後21～ 39日 の期間での吸収

10月 12日 収 獲 果 実
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量が極めて大きく,同期間での吸収量の相異が茎葉発

育状態ならびに果実の品質に大きく影彗 していると思

われる。 したがって,果実の品質・収量 と定植後 20

～ 40日 までの養分吸収量との間に関連が高 く,こ の

時期の養分供給がとくに重要と考 えられた。

2 キュウリ
キュウリの生育・収量 を第 3表に示 した。基肥量に

よる生青差は定植後 30日 ころからみ られたが, 収穫

盛期に至ってはほ とんどなく前期追肥 を欠いた区がや

や劣った。収穫始めの収量では基肥%がわずかに勝っ
たが,収穫中後期では基 1巴標Л巴がやや勝る傾向にあっ
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5月 7日 (定 植後 31日 )
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第 3表  キュウリの生育・収量

6月 5日 (収 穫盛期 )
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た。また追肥方法 では後期追肥区が勝ってお り特に収

穫後期での追肥の重要性が認められた。時期別 N吸収

量については第 2図 に示すよぅに, 定植後 60日 では

大差はなかったが収穫後期では基肥%が著しく劣った。
収穫後期で N吸収量に基肥量による差がみ られ,基 肥

量が少ない場合は後半の収量低下が著 しいことか ら,

収穫期間の長いキ _ウ リでは とくに収穫後半 での追肥

を十分にす る必要があり,な お初期収量 を高めるには

慣行の基肥量 より少ないところに適量があると思われ

る。

生育では基肥%が勝っており初期生育 とは逆の様相を
示 した。初期収量では基肥量による差異はほとんどな

く,追肥方法では前期追肥区が勝った。中期収量では

基肥%が著 しく勝 り後期収量は基肥量間に大差はなく
追肥 2回区が勝った。時期別 N吸収量をみると第 5図

に示すように定植後 45日 ころまでは基肥%がやや高
い傾向にあった。全生育期間での吸収量では基肥標肥

が高かったが,基肥%でも追肥 2回 区で基肥標肥に劣
らないものであった。したがって トマ トでは基肥量が

多い場合初期生育が旺盛になるがその後の生育が劣る

ので,基肥量は従来より減 した方が果実の収量・品質
が良く,ま た追肥の収量への影響が大きいことも認め

られた。
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第 3図

4

トマ ト時期別 N吸収量

適正な施肥量・方法 を知るため基肥量を標肥とその

%と し,迫肥を 2回 , 前期 1回 , 後期 1回 とし,マ
スクメロン,キ ョウリ, トマ トの3作物について本試

験を行なった。マスクメロンでは交配期 をはきむ定植

後約 20～ 40日 の期間 での 養分吸収量が茎葉の発青

ならびに果実の品質・収量に著 しく影響を及ぼしてお

り,同 期間での養分吸収量の重要性が認められた。・●

ュウリでは定植後約 60日 までは養分吸収に基月巴量に

よる差はみられず,%基 肥で初期収量が高い傾向がみ
られ,総収量を高めるに収穫後期での養分吸収を十分
にするための追肥の重要性が認められた。 トマトでは
基 肥 量 は従 来 よ り減 した方が生 育が良好 であり,

基肥量の少ない区での追肥の効果が高いものとみられ

た。

め

5
(定

茎 長
21 6/26 7/11

あ5熟 0%0計

”‰
　
　
『　　　　帥

ヽ
―

ト

リ

、

―

ァ
ー
ー
”

143 '

1,O a

`,0321.ア

08

1.65'2.251

1,326 1,978

1.1071,855

1.51192.484

1."32.197

1.2262.040

トマ トの生育・収量 を第 4表に示 した。

は慣行ならびに基肥標肥がやゃ勝ったが,

初期生育で

収穫始めの

第 4表  トマ トの生育・ 収量

35` 24
3ス 1  2
510 1,1

3,0 22
4;0 22
430 28
421 24


